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とであり，本論文もこの新しい潮流の一環をなしている。本文は，序章と第 I 部六章，第 II部四章からなり， 760枚 (400
字詰換算)を越える力作である。以下，順を追って各章の要旨を述べる。
「序章 近代都市史の分析をめぐって」は，まず近代都市を，近世都市の解体と「上から j の建設ととらえ，そこに











































買面での階層差を徐々に解消していき， 1918 (大正 7 )年の米騒動を機とする公設市場の登場によって，その傾向がさ
らに全市に広がっていったことを明らかにする。
全四章からなる「第 11部 近代大阪の史的究明J は，近代大阪史の具体的検討であり，大阪の都市政治家や土着名
望資産家などの系譜をたどることをも目的としている。まず「第七章 治安・衛生・貧民」は，近代都市としての外





「第八章 『三大事件建白運動』と大阪民党」は， 1887 (明治20) 年における大阪の「三大事件建白運動」と「大同団









「第九章 都市経営と市営事業J は， 1898 (明治31) 年に特別市制が廃止され，三都にも専任市長が生れて以降の大
阪の都市経営を問題とする。この新たな時期の市財政は，当初から歳入では公債収入が，歳出では上下水道や港湾費








機として， 1909 (明治42) 年末から翌年にかけて大阪市制改革運動が起こる。それは，ジャーナリスト・弁護士や資本
家たちによる， I土着名望資産家」が中心である「予選派J の都市支配に反対するものだったとする。この改革派は，































また， r都市化J の概念もいまだ明快で、はない。本論文は「都市化」を背景として近代都市への転換を説くが， r都
市化」そのものは各時代と社会に対応して進展するものだから，各時期の「都市化」の主内容をもっと厳密に規定し
なければ，各時代の画期が特定できにくくなる。その点，そもそも「都市」とはなにかという大前提をふくめて，社
会学や都市計画学などとの学際的検討も要請されると考えられる。
以上とともに，本論文は，分析史料としてさまざまな新聞・雑誌などを多用しているが，たとえば起案文書や書簡・
日記などの第一級の一次史料は相対的に多くない。これら一次史料の残存は地域によっても異なり，収集も容易では
ないだろうが，今後一層の史料発掘に期待したい。
とはいえ，これらの問題のほとんどは，近代都市史の研究自体の若さから来るものであり，困難を乗りこえて本論
文が達成した上述の多くの成果と学界への貢献にくらべれば，小さなものにすぎない。よって本審査委員会は，本論
文が博士(文学)の学位に十分値いするものと認定する。
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